
折り込み紙

津市防災だより

　私たちの自主防災会は、近い将来発生が危惧され
ている南海トラフ地震による津波浸水想定区域内に
位置し、人口約1,300人、570世帯、海抜0.1～１ｍ
の町です。私たちの町では南海トラフ地震に備える
ため、５年前より「自分(家族)の命は、自分(家族)で
守る」を町のスローガンに掲げ、津波避難訓練年間
実施計画を作成しています。この計画に基づき、自
治会総組数15班を５班１組に組織し、毎年５月から
11月にかけて、年間３回の津波避難計画作成訓練を
実施しており、全会員が１回以上参加することを目
標としています。
　私たちの町は、地震の発生から約１時間で30cm
の津波が予想されていることから、高台にある高茶
屋市民センターを津波発生時の避難場所に設定して
います。訓練では、津波避難計画を作成する方法を
参加者に説明し、地図と付箋、ペンを持参して平成
28年４月に供用開始した津市防災物流施設(雲出地
区防災コミュニティーセンター)からグループに別れ
て出発します。高茶屋市民センターまでの距離は約
３kmあり、遠くまで避難することが困難な高齢者な
どの避難行動要支援者は、支援者とともに津波避難
ビルに指定されている津市防災物流施設に避難する
よう考えています。さらに避難行動要支援者につい

ては、平成28年
３月に津市避難行
動要支援者名簿が
提供されたことか
ら「見守りネット
支援グループ」を
立ち上げ勉強会を
開催し、組織の支
援体制や活動内容
などについて取り組みを進めているところです。
　また、遠くまで避難できる住民は、津波との遭遇
を避けるため、津波浸水想定区域からの避難ルート
をタウンウオッチングしながら、危険箇所や災害時
に使える施設などの情報を内容により色分けした大
きな地図を作成します。
　その他、これらの取り組みを次世代につなぐとと
もに、幼・少年期からの防災意識の高揚を図ること
を目的に、毎年小学生を対象とした防災事業を実施
しています。平成27年度は、津波避難計画作成訓練
を実施、平成28年度は、町内防災ハザードマップ作
成訓練を実施する予定です。
　私たちの住む伊倉津町から津波によって亡くなる
人が一人も出ないよう、訓練は今後も継続していき
たいと思っています。

 伊倉津町自主防災会　会長　近藤　仁

　修成地区は、海抜１～３m、さらに液状化が心配
される平地に位置しており、地震・津波災害に対し
ての立地条件は決して良くありません。自然災害の
大きさなど推し量ることはできませんし、想定を超
えることは大いにあり得ることでしょう。
　数年ほど前までは、災害に対する防災訓練といえ
ば、水消火器による初期消火訓練、バケツリレー、
防災啓発車による地震体験、煙体験、担架搬送訓
練、炊き出し訓練、応急手当て訓練を毎年繰り返し
実施してきました。
　しかし、東日本大震災を目の当たりにし、今まで
実施してきた訓練は、各自治会や自主防災会単位で
行うものであり、修成地区自主防災協議会として
は、津波浸水想定区域から高台に避難し、避難所運
営訓練を実施しなければならないことに気付きまし
た。そのため、地区役員等と協議を重ねた結果、賛
同を得ることができました。
　また、大規模災害においては、一人でも多くの命
を助けるため、避難所運営のみならず、災害弱者に
対する対策も同時に進めていかなければなりませ

ん。平成27年度修成地区津波避難訓練では、避難行
動要支援者の搬送を支援する内容を盛り込んで実施
しました。訓練の検証結果として、津波が来るまで
の約１時間では、助けることのできる人数に限りが
あり、たくさんの支援者が必要となることなど、今
後改善しなければならない数多くの課題を得ること
ができましたので、これを勉強の糧とし、月２回程
度勉強会を開催して、問題解決に向け取り組んでい
ます。
　いかなる立派な言動も、協力者がいない、参加者
がいないでは砂上の楼閣です。修成地区では、住民
が防災にもっと関心を持つにはどうしたらよいか、
そして自助を怠ったことで災害による人的、物的被
害が拡大し、家族が安全・安心から遠ざかってしま
うことに気付くにはどうしたらよいか、自主防災会
長が単年で替わらないようにするにはどうしたらよ
いかなど、身近な課題について日々議論を重ねてい
ます。
　防災に絶対安全はありませんが、日々の積み重ねが
大切です。これだけは忘れないでください。間違いな
く大規模災害は１日ずつ我々に近づいています。

 修成地区自主防災協議会　会長　渡邊　修三
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